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米
国
発
祥
で
、
近
年
注
目

を
集
め
て
い
る
金
融
サ
ー
ビ

ス
に
「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」
が

あ
る
。
金
融
と
Ｉ
Ｔ
技
術
を

融
合
さ
せ
、
新
た
な
価
値
を

生
み
出
そ
う
と
い
う
動
き

で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学

部
の
学
び
に
通
じ
る
。

　

重

中

秀

介

さ

ん
（

４

年
次
）、
野
田
大
貴
さ
ん

（
同
）、
藤
吉
真
愛
さ
ん

（
３
年
次
）
は
昨
秋
、
金
融

庁
な
ど
が
主
催
す
る
フ
ィ
ン

テ
ッ
ク
・
サ
ミ
ッ
ト
の
ア
イ

デ
ア
・
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し

た
。「
経
済
や
分
析
に
興
味

が
あ
り
、
身
に
つ
け
た
知
識

を
生
か
し
た
い
」
と
重
中
さ

ん
ら
は
、
証
券
会
社
か
ら
の

「
若
者
向
け
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
ア
イ
デ
ア
創
出
」
と
い

う
課
題
に
挑
ん
だ
。

　
３
人
は
学
部
の
学
生
に
ア

江
原
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

の
江
原
淳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｐ
ｅ
ｐ

ｐ
ｅ
ｒ
（
ペ
ッ
パ
ー
）」
の

児
童
向
け
ア
プ
リ
を
開
発
し

た
。
12
月
22
日
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
近
く
の
三
田
こ
ど
も

文
化
セ
ン
タ
ー
に
ペ
ッ
パ
ー

が
〝
出
張
〞。
学
生
た
ち
が

作
っ
た
ア
プ
リ
か
ら
ク
イ
ズ

を
出
題
し
、
小
学
生
ら
を
楽

し
ま
せ
た
。

　
９
人
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
生

は
本
年
度
、
７
種
類
の
ア
プ

リ
を
開
発
。
そ
の
中
で
児
童

向
け
ア
プ
リ
に
つ
い
て
直
接

利
用
者
の
反
応
を
知
り
た
い

と
、
セ
ン
タ
ー
で
公
開
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
ペ
ッ
パ
ー
が
起
動
す
る
と

集
ま
っ
た
約
50
人
の
小
学
生

か
ら
大
歓
声
が
湧
き
起
こ
っ

た
。
ペ
ッ
パ
ー
の
胸
元
の
デ

ィ
ス
プ
レ
ー
に
表
示
さ
れ
た

２
種
類
の
影
絵
か
ら
正
解
を

選
ぶ
シ
ル
エ
ッ
ト
ク
イ
ズ
に

子
ど
も
た
ち
は
熱
中
。「
あ

ー
や
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
」
な

ど
と
ペ
ッ
パ
ー
が
つ
ぶ
や
く

と
、
会
場
は
大
き
な
笑
い
に

包
ま
れ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
の
小
田
切
彬
さ
ん

（
３
年
次
）
は
「
ア
プ
リ
開

発
は
難
し
く
、
深
み
に
は
ま

る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
子
ど

も
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
て

よ
か
っ
た
」
と
話
す
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

で
は
、
情
報
処
理
と
関
連
さ

せ
な
が
ら
、
ミ
ク
ロ
経
済

学
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
専

任
教
員
の
下
、
経
済
学
、
経

営
学
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。

　
デ
ー
タ
分
析
や
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
な
ど
を
教
え
る
河
野
敏

鑑
講
師
の
授
業
。
学
生
は
パ

ソ
コ
ン
に
向
か
い
、
企
業
の

貸
借
対
照
表
を
作
成
す
る
。

　「
シ
ス
テ
ム
を
作
る
側
で

も
会
計
や
簿
記
な
ど
基
本
的

な
こ
と
は
知
っ
て
お
い
た
ほ

う
が
い
い
」
と
河
野
講
師
は

話
す
。
受
講
し
た
２
年
次
生

は
「
経
済
学
部
も
考
え
た

が
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
も
学

べ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学

部
を
選
択
し
た
。
し
っ
か
り

学
ん
で
将
来
に
生
か
し
た

い
」
と
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で

画
面
を
見
つ
め
た
。

　バベルの塔は、聖書の「創世記」に

出てくるお話です――かつて、人々は

同じひとつの言葉を話していた。彼ら

は天まで届くような高い塔を持つ町を

作ろうと考え、建設を始めた。それを

見た神は、

「彼らは一

つの民で、皆一つの言葉を話している

からこのようなことを始めたのだ」

と考え、言葉を混乱させて互いの言

葉が聞き分けられないようにしたの

で、人々は各地に散っていった……。

「バベル」の語源は「bālal＝乱れ」
とも、あるいは「bāb-ili＝天の門」
とも言われます。いろいろと解釈でき

る物語ですが、よく指摘されるのは、

人がさまざまな言語を話すことの起源

を表しているということです。

　言葉が分かれて混乱してしまったこ

とからネガティブなイメージが生じた

のか、ブリューゲルの絵のように、バ

ベルの塔は廃虚として描かれることも

あります。けれども、もうひとつのポ

イントは、言葉が複数になって多様性

を得たことで、人々は世界に広がって

いったという点です。つまり、ここに

は垂直と水平という、ふたつの方向性

があるので

す。高さと

いう垂直方向に向かう代わりに、各地

に散るという水平方向の動きが始まっ

た――「高める」ことと「広げる」と

いうふたつのムーヴメントの間で、言

葉がひとつではなくなったおかげで、

人間は世界を広く見ることができるよ

うになった……こう考えれば、世界に

多様な言葉があるのは、なんと素
す

敵
てき

な

ことではないでしょうか？　皆さんも

ぜひ、さまざまな言語にトライしてく

ださい。※短縮版。全文はCALL教室ホ

ームページで
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根岸　徹郎 法学部教授

「バベルの塔」から降りてみよう

フランス語

ブリューゲル「バベルの塔」

（出典：Wikimedia Commons）

金
融
×
Ｉ
Ｔ「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」

 

ネ
ッ
ト
情
報
か
ら
挑
戦

研究成果を発表
ネット情報プロジェクト

人
型
ロ
ボ
ッ
ト
・
ア
プ
リ

子
ど
も
た
ち
に
披
露

　
地
域
や
商
店
街
の
活
性
化

を
テ
ー
マ
と
す
る
商
学
部
・

渡
辺
達
朗
ゼ
ミ
の
３
年
次
生

16
人
（
原
田
拓
也
ゼ
ミ
長
）

が
、
地
元
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
店
（
職
人
の
手
作
り
ビ
ー

ル
醸
造
所
）
が
今
春
売
り
出

す
ビ
ー
ル
２
種
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
な
ら
び
に
ラ
ベ
ル
と
コ
ー

ス
タ
ー
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
。「
新
社
会
人
」
と

し
て
巣
立
つ
人
た
ち
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
。
ゼ
ミ
生
は
「
３

月
の
卒
業
式
ま
で
に
完
成
さ

せ
、
ゼ
ミ
の
先
輩
に
も
〝
プ

レ
ゼ
ン
ト
〞
し
た
い
」
と
意

気
込
む
。

　
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
店
は
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
近
く
の
ブ
ル

ー
パ
ブ
「
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
」

（
川
崎
市
登
戸
）。
欧
米
の

伝
統
的
手
法
で
醸
造
し
た
ビ

ー
ル
を
、
併
設
の
レ
ス
ト
ラ

ン
で
提
供
し
て
い
る
。
専
大

と
は
関
係
が
深
く
、
２
０
１

２
年
に
も
商
学
部
の
前
川
明

彦
ゼ
ミ
が
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
と

ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
担
い

「
ス
ピ
カ
」を
誕
生
さ
せ
た
。

　
同
店
オ
ー
ナ
ー
の
地
井
悦

子
さ
ん
が
一
昨
年
、
昨
年
と

渡
辺
教
授
が
担
当
す
る
授
業

「
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
な
ど
で
講

義
し
、「
一
緒
に
ビ
ー
ル
を

つ
く
ろ
う
」
と
地
井
さ
ん
、

「
春
風
」（
左
）
と
「
鳳
の
翔
き
」

渡
辺
教
授
（
右
端
）、
地

井
さ
ん
（
前
列
左
端
）

と
ゼ
ミ
生
た
ち

ゼ
ミ
生
双
方
か
ら
声
が
上
が

っ
た
。

　
学
生
た
ち
は
話
し
合
い
を

重
ね
、
地
井
さ
ん
に
「
新
社

会
人
向
け
に
さ
わ
や
か
な
ビ

ー
ル
を
つ
く
っ
て
」
と
伝
え

新
種
の
レ
シ
ピ
が
で
き
た
。

　
名
前
は
「
春

し
ゅ
ん

風ぷ
う

」（
季
節

限
定
）
と
「
鳳

お
お
と
り

の
翔

は
ば
た

き
」

（
定
番
）
に
決
ま
っ
た
。

「
春
風
」
は
高
温
で
醗
酵
さ

せ
る
エ
ー
ル
系
で
、
ア
ル
コ

ー
ル
度
数
と
苦
み
が
抑
え
ら

れ
て
い
る
。「
鳳
の
翔
き
」

は
ピ
ル
ス
ナ
ー
系
。
ま
ろ
や

か
で
飲
み
応
え
が
あ
る
。

　
渡
辺
ゼ
ミ
生
は
、
１
月
末

の
ゼ
ミ
合
宿
を
経
て
現
在
、

コ
ー
ス
タ
ー
と
瓶
詰
用
の
ラ

ベ
ル
製
作
が
大
詰
め
。
間
渕

遥
香
さ
ん
は
「
ビ
ー
ル
が
苦

手
と
言
う
人
に
一
度
飲
ん
で

も
ら
い
た
い
」、
中
橋
由
季

さ
ん
は
「
ゼ
ミ
の
研
究
で
ビ

ー
ル
文
化
の
奥
深
さ
を
知
っ

た
」
と
言
う
。

　
地
井
さ
ん
は
「
渡
辺
ゼ
ミ

か
ら
市
販
に
な
い
ビ
ー
ル
を

と
注
文
さ
れ
た
。
ゼ
ミ
生
の

参
加
で
若
い
人
を
引
き
つ
け

た
い
」
と
期
待
し
て
い
る
。

新社会人イメージのクラフトビール
「
春
風
」「
鳳
の
翔
き
」

デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組
む

商
・
渡
辺
達
朗
ゼ
ミ

　
課
題
研
究
や
作
品
制
作
に

取
り
組
む
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情

報
学
部
３
年
次
生
の
必
修
科

目
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
成

注
目
を
集
め
た
沼
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
バ
ー
チ
ャ
ル
ア

イ
ド
ル

子どもたちの前で学生が開発したクイズアプリを表示するペッパー

果
発
表
会
が
12
月
17
日
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ

た
。

　
今
年
度
は
28
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
活
動
。
10
号
館
の
各
教

室
に
は
研
究
や
成
果
物
の
内

容
を
ま
と
め
た
ポ
ス
タ
ー
、

作
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。

　
沼
晃
介
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

３
Ｄ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ

イ
ン
と
楽
曲
の
制
作
を
行

い
、
バ
ー
チ
ャ
ル
ア
イ
ド
ル

を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
。

　
来
場
者
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
に
映
し
出
さ
れ
た
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
に
よ
る
ラ
イ
ブ
を
楽

し
ん
だ
。

　
ほ
か
に
も
、
豆
腐
ド
ー
ナ

ツ
の
調
理
器
具
作
り
な
ど
食

べ
物
を
テ
ー
マ
と
し
た
石
鎚

英
也
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
自
転

車
の
自
動
変
速
機
や
周
辺
デ

バ
イ
ス
の
開
発
に
取
り
組
ん

だ
小
田
切
健
太
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
、
多
種
多
様
な
研
究

テ
ー
マ
が
発
表
さ
れ
た
。

　
訪
れ
た
１
、
２
年
次
生
は

「
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
使
わ
れ
て

い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
言
語

は
？
」「
今
の
う
ち
に
勉
強

し
て
お
い
た
方
が
い
い
こ
と

は
？
」
な
ど
積
極
的
に
質
問

し
、
先
輩
の
説
明
に
耳
を
傾

け
て
い
た
。

　
江
原
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
ペ
ッ
パ
ー
の
ア
プ
リ
開

発
の
初
心
者
向
け
参
考
書

『
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
を
始
め
よ

う
』
を
書
籍
化
。
電
子
書
籍

ス
ト
ア
Ｋ
ｉ
ｎ
ｄ
ｌ
ｅ
で
販

売
し
て
い
る
。

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
51
％
の

学
生
が
株
式
投
資
に
興
味
が

あ
る
と
い
う
結
果
を
も
と

に
、
映
像
を
用
い
て
金
融
の

視
点
を
身
に
つ
け
る
授
業
を

提
案
し
た
。
報
告
は
す
べ
て

英
語
で
行
っ
た
。
入
賞
は
逃

し
た
が
、「
明
日
か
ら
で
も

即
実
行
で
き
る
ア
イ
デ
ア
を

提
案
し
た
」
と
藤
吉
さ
ん
。

　
株
取
引
を
し
て
い
る
と
い

う
野
田
さ
ん
は
「
３
年
次
か

ら
は
経
済
系
の
授
業
を
多
く

履
修
し
た
。
関
心
の
あ
る
分

野
を
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
」
と
４
年
間

の
学
び
を
振
り
返
る
。

　
商
学
が
専
門
の
江
原
淳
学

部
長
は
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情

報
学
部
は
こ
れ
か
ら
の
社
会

に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
教
え
る
学
部
な
の
で
、
今

後
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
関
連
の
科

目
も
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
」

と
話
す
。

「経営情報分析」の授業

フィンテック・サミットに参加した藤吉さん、

野田さん、重中さん（左から）


